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「
臨
床
の
セ
ン
ス
を
磨
い

て
き
な
さ
い
」
内
科
学
教
室

（
神
経
）
中
原
仁
教
授
か
ら

初
期
臨
床
研
修
開
始
の
際
に

頂
い
た
言
葉
を
、
事
あ
る
毎

に
思
い
返
す
。
セ
ン
ス
と
は

何
か
。
情
熱
、
努
力
、
知
識

量
、
費
や
す
時
間
を
前
提
と

し
て
も
、
必
ず
し
も
セ
ン
ス

の
良
さ
に
は
結
び
つ
か
な
い

と
、
私
は
今
ま
で
の
経
験
か

ら
感
じ
て
き
た
。

　

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
を
幼
少
期

か
ら
弾
き
続
け
て
い
る
。
私

の
師
匠
が
、
理
論
的
に
説
明

し
つ
つ
も
「
あ
と
は
セ
ン
ス

だ
か
ら
」
と
実
演
し
て
く
れ

た
場
面
が
脳
裏
に
よ
ぎ
る
。

間
の
取
り
方
、
呼
吸
、
運
弓

や
ヴ
ィ
ブ
ラ
ー
ト
の
種
類
と

速
度
な
ど
、
分
析
で
き
る
要

素
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
そ

の
ま
ま
真
似
し
て
も
う
ま
く

い
か
な
い
。
師
匠
の
音
を
一

つ
の
例
と
し
、
試
行
錯
誤
に

戻
る
。
自
分
で
良
い
な
と
気

づ
い
た
音
楽
の
要
素
が
伝
わ

る
よ
う
心
を
配
り
、
理
想
の

音
を
探
し
て
い
く
。

　

私
の
好
き
な
哲
学
者
千
葉

雅
也
氏
の
新
刊
の
題
名
が
丁

度『
セ
ン
ス
の
哲
学
』だ
。
デ

ィ
テ
ー
ル
が
ど
う
な
っ
て
い

る
か
観
察
し
て
言
語
化
す
る

練
習
を
し
て
い
く
こ
と
で
、

セ
ン
ス
を
後
天
的
に
育
成
で

き
る
と
説
く
。
ミ
ク
ロ
な
視

点
で
見
る
と
、
並
ぶ
要
素
に

は
変
化
や
緩
急
や
う
ね
り
と

い
っ
た
、
千
葉
氏
が
呼
ぶ
と

こ
ろ
の
「
リ
ズ
ム
」
が
あ
る

と
気
づ
け
る
よ
う
に
な
る
。

　

あ
る
時
絵
画
教
室
で
林
檎

を
模
写
し
た
。「
林
檎
が
置
か

れ
た
台
に
反
射
す
る
影
に
は

赤
み
が
あ
る
は
ず
だ
」
と
先

生
に
指
摘
さ
れ
た
。
私
は
灰

色
の
濃
淡
で
影
を
描
い
て
い

た
。
赤
を
重
ね
、
さ
ら
に
影

の
深
み
に
少
し
の
青
を
入
れ

て
み
る
と
、
影
に
立
体
感
が

出
た
。
細
か
く
観
察
し
て
は

じ
め
て
気
づ
け
る
要
素
が
あ

る
。
全
体
か
ら
ど
の
要
素
を

良
い
・
面
白
い
と
思
っ
て
取

り
出
し
、
ど
う
並
べ
る
か
が

そ
の
人
の
セ
ン
ス
に
な
る
。

　

内
科
の
後
期
臨
床
研
修
開

始
か
ら
４
か
月
が
経
つ
。
臨

床
で
も
大
枠
の
転
帰
だ
け
で

な
く
、
日
々
大
小
様
々
な
展

開
が
あ
る
。
細
か
い
身
体
診

察
や
検
査
デ
ー
タ
を
よ
く
観

察
し
て
得
ら
れ
る
所
見
の
う

ち
、何
を
有
意
と
と
り
、ど
う

総
合
的
に
ア
セ
ス
メ
ン
ト
す

る
か
。
ま
た
諸
先
生
方
は
そ

れ
ぞ
れ
の
展
開
に
ど
う
対
処

し
て
い
る
か
。観
察
し
、言
語

化
す
る
こ
と
が
セ
ン
ス
を
磨

く
訓
練
に
な
る
の
だ
ろ
う
。

細
部
の
観
察
に
こ
そ
何
事
に

も
通
じ
る
神
髄
が
あ
る
。

（
内
科
学
教
室
（
神
経
）

�

小
林
香
音　

１
０
１
回
）

第67回東医体 慶應慶應  
２
部
門
優
勝
・

２
部
門
優
勝
・

３
部
門
準
優
勝

３
部
門
準
優
勝

部活 性別 １位 ２位 ３位
弓道 東北大学 秋田大学 慶應義塾大学
ラグビー 信州大学 弘前大学 順天堂大学
ヨット 日本医科大学 慶應義塾大学 千葉大学

卓球
男子 東北大学 信州大学 東京大学
女子 旭川医科大学 順天堂大学 自治医科大学

硬式野球 信州大学 千葉大学 東京医科大学

硬式庭球
男子 獨協医科大学 東京医科歯科大学 慶應義塾大学
女子 日本大学 日本医科大学 福島県立医科大学

バスケットボール
男子 新潟大学 東京医科大学 帝京大学
女子 信州大学 日本医科大学 順天堂大学

水泳
男子 自治医科大学 慶應義塾大学 日本医科大学
女子 信州大学 福島県立医科大学 日本医科大学

剣道
男子 福島県立大学 東海大学 千葉大学

秋田大学

女子 自治医科大学 国際医療福祉大学 筑波大学
東京医科大学

柔道
男子 東海大学 防衛医科大学 自治医科大学

杏林大学
女子 自治医科大学 杏林大学 旭川医科大学

ゴルフ
男子 慶應義塾大学 獨協医科大学 埼玉医科大学
女子 東京慈恵会医科大学 聖マリアンナ医科大学 獨協医科大学

ソフトテニス
男子 福島県立医科大学 群馬大学 信州大学
女子 信州大学 福島県立医科大学 秋田大学

サッカー 山形大学 筑波大学 福島県立医科大学
ハンドボール 慶應義塾大学 筑波大学 旭川大学

陸上
男子 筑波大学 群馬大学 東北大学
女子 北里大学 山形大学 筑波大学

端艇 自治医科大学 北海道大学 福島県立医科大学

空手
男子 埼玉医科大学 慶應義塾大学 自治医科大学
女子 自治医科大学 弘前大学 新潟大学

馬術 山梨大学 東京慈恵会医科大学 東京医科大学

バドミントン
男子 秋田大学 札幌医科大学 筑波大学
女子 自治医科大学 信州大学 岩手医科大学

バレーボール
男子 信州大学 秋田大学 山形大学
女子 群馬大学 埼玉医科大学 自治医科大学

男
子
総
合
優
勝

ゴ
ル
フ
部

ゴ
ル
フ
部

２
連
覇

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

　

去
る
8
月
3
日
～
7
日
、

那
須
烏
山
の
風
月
カ
ン
ト
リ

ー
ク
ラ
ブ
に
於
い
て
第
67
回

東
医
体
ゴ
ル
フ
競
技
が
開
催

さ
れ
た
。
多
く
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
の
中
、
男
子
部
は
総
合

優
勝
の
栄
誉
に
輝
き
、
ま
た

女
子
部
も
6
位
獲
得
と
、
好

成
績
を
収
め
た
。

　

男
子
個
人
で
は
平
宙
訓
君

（
4
年
）
が
2
位
、
川
原
蒼

平
君
（
3
年
）
が
6
位
入
賞

と
力
戦
奮
闘
し
た
。

　

「
平
宙
訓
君
は
エ
ー
ス
と

し
て
圧
倒
的
な
内
容
で
、
慶

應
を
優
勝
に
導
い
た
立
役

者
。
惜
し
く
も
個
人
総
合
優

勝
は
逃
す
も
、
来
年
に
は
彼

の
独
壇
場
と
な
る
に
違
い
な

い
。
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の
中
求

　

第
67
回
東
日
本
医
科
学
生
総
合
体
育
大
会
（
東
医

体
）
夏
季
部
門
が
開
催
さ
れ
た
。
医
学
部
体
育
会
の

多
く
の
部
活
が
、
東
医
体
に
向
け
て
厳
し
い
練
習
を

重
ね
て
き
た
。
そ
の
成
果
を
発
揮
す
べ
く
、
各
地
で

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　

東
医
体
は
、
各
競
技
の
順
位
に
応
じ
た
ポ
イ
ン
ト

が
大
学
に
付
与
さ
れ
、
そ
の
合
計
点
で
総
合
優
勝
校

を
争
う
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。
今
大
会
に
お
い

て
、
ゴ
ル
フ
男
子
部
と
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
が
優
勝
、

ヨ
ッ
ト
男
子
部
、
水
泳
男
子
部
、
空
手
道
男
子
部
の

３
部
門
で
準
優
勝
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
弓
道
部
、

硬
式
庭
球
男
子
部
の
３
部
門
が
第
３
位
と
な
っ
た
。

そ
の
ほ
か
の
多
く
の
部
門
で
ポ
イ
ン
ト
獲
得
を
成
し

遂
げ
た
。

　

今
月
号
で
は
、
好
成
績
を
収
め
た
部
活
の
主
将
に

行
っ
た
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
お
届
け
す
る
。
選
手
た
ち

の
熱
く
淡
く
ほ
ろ
苦
い
ひ
と
夏
の
１
ペ
ー
ジ
を
読
者

の
皆
様
に
お
伝
え
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

�

（
５
年　

伊
庭
知
里
）

め
ら
れ
た
成
績
以
上
を
残
す

彼
は
、
と
て
も
か
っ
こ
よ
く

写
り
ま
し
た
」

　

「
川
原
蒼
平
君
は
初
心
者

始
め
な
が
ら
、
3
年
生
に
し

て
次
期
エ
ー
ス
に
ま
で
大
成

長
を
遂
げ
た
。
東
医
体
前
の

彼
の
努
力
に
勝
る
人
は
誰
も

居
な
い
だ
ろ
う
。
ゴ
ル
フ
部

史
上
歴
代
ト
ッ
プ
の
成
長
率

に
違
い
な
い
。
今
後
は
彼
も

常
勝
慶
應
を
引
っ
張
っ
て
い

っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と
主

将
の
泉
光
太
郎
君
（
4
年
）

は
両
君
に
つ
い
て
こ
の
よ
う

に
語
っ
た
。

　

灼
熱
酷
寒
も
も
の
か
は
と

練
習
に
励
み
、
常
勝
慶
應
を

体
現
す
る
部
員
の
活
躍
を
今

後
も
期
待
し
た
い
。

�

（
４
年　

上
野
悟
）

平
宙
訓
君
（
右
）

部員全員で掴み取った東医体２連覇

川原蒼平君（右）

熱戦を繰り広げる３艇

優勝した男子団体形

男子総合準優勝

表彰式の様子

的前で集中する団体選手

　

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
東
医
体

は
8
月
5
日
か
ら
9
日
に
か

け
て
盛
岡
を
舞
台
に
開
催
さ

れ
た
。
前
年
度
東
医
体
で
初

優
勝
を
飾
っ
た
慶
應
は
、
２

連
覇
を
期
待
さ
れ
な
が
ら
そ

の
重
圧
を
は
ね
の
け
、
見
事

に
そ
の
大
一
番
で
や
っ
て
の

け
た
。

　

東
医
体
を
通
し
て
特
に
目

立
っ
て
い
た
の
が
、
上
級
生

の
活
躍
で
あ
る
。
今
大
会
Ｍ

Ｖ
Ｐ
に
輝
い
た
秋
野
啓
一
郎

君
（
６
年
）
は
試
合
の
流
れ

を
左
右
す
る
数
々
の
局
面
で

シ
ュ
ー
ト
を
決
め
切
り
、
流

れ
を
常
に
慶
應
の
も
の
と
し

て
い
た
。
Ｌ
Ｂ
部
門
賞
で
ベ

ス
ト
セ
ブ
ン
に
選
ば
れ
た
酒

井
隆
玖
君
（
５
年
）
は
、
１

対
１
か
ら
の
フ
ェ
イ
ン
ト
や

巧
み
な
パ
ス
回
し
に
よ
り
ゴ

ー
ル
へ
の
道
を
切
り
開
き
、

得
点
を
量
産
し
た
。
Ｐ
Ｖ
部

門
賞
で
ベ
ス
ト
セ
ブ
ン
に
選

ば
れ
た
岡
田
淳
志
君
（
５

年
）
は
、
相
手
の
エ
ー
ス
格

を
完
全
に
封
印
し
、
ピ
ン
チ

準
優
勝

ヨ
ッ
ト
部

ヨ
ッ
ト
部

　

8
月
2
日
か
ら
4
日
に
か

け
て
、
神
奈
川
県
の
江
の
島

ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
に
て
、
東

医
体
ヨ
ッ
ト
競
技
の
熱
戦
が

男
子
団
体
形
優
勝
、

総
合
準
優
勝

空

手

部

空

手

部

　

昨
年
女
子
総
合
優
勝
の
空

手
部
が
、
今
年
も
健
闘
し

た
。
松
田
諒
太
君
（
4
年
）、

田
村
全
君
（
４
年
）、
寺
澤

哲
君
（
2
年
）
の
３
人
で
挑

ん
だ
男
子
団
体
形
で
は
、
優

勝
。
新
家
寛
太
君
（
６
年
）、

髙
野
俊
君
（
５
年
）
を
加
え

た
５
人
で
出
場
し
た
男
子
団

体
組
手
で
も
、
３
位
入
賞
と

な
り
、
総
合
準
優
勝
を
果
た

し
た
。
そ
の
他
、
松
田
君
は

個
人
形
で
も
決
勝
戦
ま
で
駒

を
進
め
た
。
ま
た
、
団
体
形

と
組
手
の
両
方
で
活
躍
し
た

寺
澤
君
は
２
年
生
で
あ
り
、

将
来
有
望
な
選
手
だ
と
い

う
。
女
子
で
は
、
大
学
か
ら

始
め
た
と
は
思
え
な
い
力
強

い
組
手
を
見
せ
た
森
陽
和
君

（
４
年
）
が
、
惜
し
く
も
準

決
勝
で
敗
れ
た
も
の
の
見
事

３
位
入
賞
と
な
っ
た
。

　

主
将
の
松
田
君
は
、
今
年

団
体
戦
第
３
位
、

全
医
体
へ

弓

道

部

弓

道

部

宿
敵
千
葉
医
に
接
戦
の
末
勝
利
し
た
瞬
間

　

６
人
立
、
計
96
射
と
例
年

よ
り
少
な
い
矢
数
で
争
わ
れ

た
今
年
の
団
体
戦
。
普
段
と

異
な
る
状
況
の
中
、
本
塾
弓

道
部
は
見
事
第
３
位
を
獲
得

し
た
。

　

主
将
の
髙
廣
直
希
君
（
４

年
）
は
「
昨
年
度
優
勝
校
と

し
て
３
位
と
い
う
結
果
は
あ

ま
り
に
悔
し
い
も
の
で
し
た

男
子
準
優
勝

水

泳

部

水

泳

部

　

本
年
度
の
東
医
体
水
泳
競

技
は
8
月
３
・
４
日
、
日
環

ア
リ
ー
ナ
栃
木
で
開
催
さ
れ

た
。「
水
の
王
者
慶
應
」
の

名
に
恥
じ
な
い
よ
う
に
男
子

４
連
覇
、
女
子
入
賞
を
目
指

し
て
懸
命
に
練
習
に
取
り
組

ん
で
き
た
水
泳
部
。
昨
年
か

ら
実
力
を
伸
ば
す
チ
ー
ム
も

多
く
厳
し
い
戦
い
が
続
い
た

が
、
男
子
準
優
勝
を
手
に
し

た
。

　

特
に
男
子
は
、
４
０
０
ｍ

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
２
位
、
２

０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー
３

位
、
８
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ

ー
２
位
の
ほ
か
、
個
人
で
も

鷲
見
祐
介
君
（
２
年
）
が
３

種
目
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

牧
野
誠
久
君
（
２
年
）
が
２

０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ
３
位
、

由
良
弘
二
朗
君
（
４
年
）
が

４
０
０
ｍ
自
由
形
３
位
な

ど
、
多
く
の
選
手
が
活
躍
し

た
。

　

今
年
の
東
医
体
に
つ
い
て

主
将
の
由
良
君
は
、「
多
く

の
先
輩
方
と
現
役
の
熱
い
応

援
も
力
に
最
後
ま
で
粘
り
抜

く
こ
と
が
で
き
た
。
来
年
は

一
か
ら
力
を
付
け
直
し
、
王

者
返
り
咲
き
を
目
指
し
た

い
」
と
語
る
。

　

健
闘
す
る
も
優
勝
に
は
至

ら
な
か
っ
た
強
豪
・
水
泳
部

の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
た

い
。

�

（
５
年　

村
田
和
勇
樹
）

男
子
部
東
医
体
３
位

硬
式
庭
球
部

硬
式
庭
球
部

　

8
月
2
日
か
ら
６
日
の
４

日
間
、
山
中
湖
東
照
館
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
に
て
、
硬
式
庭
球

部
の
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
昨
年
準
優
勝
の
男
子
部

は
、
今
年
も
３
位
獲
得
と
見

事
な
成
績
を
残
し
た
。

　

昨
年
の
東
医
体
で
は
、
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
の
決
勝
戦

の
結
果
に
つ
い
て
「
熱
心
に

練
習
に
励
ん
で
く
れ
た
部
員

の
皆
一
人
一
人
の
頑
張
り
の

お
か
げ
で
す
。
女
子
は
優
勝

杯
を
譲
り
わ
た
す
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
が
、
来
年

は
必
ず
勝
利
し
て
く
れ
る
と

信
じ
て
い
ま
す
。
努
力
を
重

ね
た
選
手
、
応
援
し
て
く
れ

た
部
員
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
く

だ
さ
っ
た
部
長
・
監
督
の
皆

で
掴
ん
だ
勝
利
で
す
。
支
え

て
く
だ
さ
っ
た
方
全
員
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
」
と
語
っ

た
。

�

（
５
年　

伊
庭
知
里
）

繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
ヨ
ッ
ト

競
技
で
は
、
各
レ
ー
ス
上
位

２
艇
で
集
計
し
、
そ
の
総
合

順
位
を
競
う
。
昨
年
度
、
７

年
ぶ
り
に
悲
願
の
団
体
戦
優

勝
を
果
た
し
た
ヨ
ッ
ト
部

は
、「
誰
よ
り
も
正
し
く
努

力
す
る
」
と
い
う
戦
略
の
も

と
レ
ー
ス
に
挑
ん
だ
。
箱
石

晶
世
君
（
５
年
）・
渡
辺
武

君
（
１
年
）
の
ペ
ア
が
見
事

２
位
の
好
成
績
を
残
し
、
最

終
結
果
は
総
合
準
優
勝
と
な

っ
た
。

　

主
将
の
松
尾
昂
朗
君
（
５

年
）
は
、「
今
年
の
東
医
体

は
Ｏ
Ｂ
Ｏ
Ｇ
の
先
生
方
、
家

族
、
コ
ー
チ
の
皆
様
に
支
え

ら
れ
て
準
優
勝
を
果
た
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し

優
勝
で
き
な
か
っ
た
悔
し
さ

も
同
時
に
あ
り
ま
す
。
来
年

は
必
ず
優
勝
を
掴
め
る
よ
う

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
」
と

話
す
。
今
後
の
ヨ
ッ
ト
部
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。

�

（
５
年　

伊
庭
知
里
）

が
、
ど
う
に
か
全
医
体
出
場

権
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き

良
か
っ
た
で
す
」
と
語
る
。

練
習
時
の
安
定
し
た
的
中
が

出
ず
、
結
果
は
計
96
射
48
中

で
弘
前
大
学
と
３
位
タ
イ
。

全
医
体
を
か
け
た
勝
負
の
行

方
は
団
体
競
射
へ
と
委
ね
ら

れ
た
。
最
大
級
の
プ
レ
ッ
シ

ャ
ー
の
中
、
最
後
ま
で
粘
っ

て
中
て
き
り
、
見
事
全
医
体

へ
の
切
符
を
勝
ち
取
っ
た
。

３
位
が
決
定
し
た
瞬
間
、
選

手
の
目
に
は
大
粒
の
涙
が
浮

か
ん
だ
。

　

ま
た
、
高
柳
優
太
君
（
３

年
）
は
８
射
６
中
で
個
人
戦

準
優
勝
、
髙
松
康
介
君
（
２

年
）
は
８
射
５
中
で
第
10
位

を
獲
得
。
団
体
が
不
調
な
中

で
的
中
を
出
し
チ
ー
ム
を
支

え
た
。
髙
廣
君
は
「
現
時
点

で
の
実
力
を
受
け
入
れ
、
残

り
１
ヶ
月
で
全
医
体
に
自
信

を
持
っ
て
臨
め
る
よ
う
努
力

を
続
け
ま
す
」と
話
す
。

　

２
年
連
続
で
の
出
場
と
な

る
全
医
体
。
東
医
体
で
の
経

験
を
糧
と
し
、
弓
道
部
が
活

躍
し
て
く
れ
る
こ
と
に
期
待

し
た
い
。

�

（
２
年　

永
田
み
の
り
）

に
て
、
千
葉
大
学
に
惜
し
く

も
敗
れ
、
準
優
勝
と
な
り
悔

し
涙
を
飲
ん
だ
。
そ
の
宿
敵

・
千
葉
大
学
と
は
４
回
戦
で

当
た
り
、
３
―
２
で
競
り
勝

っ
た
も
の
の
、
翌
日
の
準
決

勝
で
獨
協
医
科
大
学
に
２
―

３
で
惜
敗
。
筑
波
大
学
と
の

３
位
決
定
戦
で
は
、
３
―
０

と
圧
倒
的
な
力
を
見
せ
つ

け
、
見
事
３
位
を
獲
得
し

た
。
女
子
部
は
、
１
回
戦
で

東
京
慈
恵
会
医
科
大
学
に
３

―
０
で
勝
利
し
た
も
の
の
、

２
回
戦
で
東
京
医
科
歯
科
大

学
に
１
―
２
と
惜
し
く
も
負

け
て
し
ま
っ
た
。
主
将
の
鳴

戸
雄
謙
君
（
５
年
）
は
、

「
東
医
体
男
女
ア
ベ
ッ
ク
優

勝
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
来

シ
ー
ズ
ン
へ
の
抱
負
を
語
っ

た
。
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（
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年　

伊
庭
知
里
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各
部
の
活
躍
ぶ
り
を

各
部
の
活
躍
ぶ
り
を

写
真
で
紹
介

写
真
で
紹
介一羽入魂で全力を尽くしました！

悔しさを糧に。

閉会式後に部員全員で獲得した賞状と共に

一球入魂！！

お疲れ様！！

５年ぶりに出場し、
忘れられない東医体に
なりました！一球入魂

卓球部卓球部

競走部競走部

軟式庭球部軟式庭球部

女子女子
バスケットボール部バスケットボール部

バドミントン部バドミントン部

端艇部端艇部

馬術部馬術部

の
芽
を
取
り
除
い
た
。

　

盛
岡
と
い
う
遠
征
の
中
で

も
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が
５
日
間

応
援
に
駆
け
付
け
、
イ
ン
ス

タ
ラ
イ
ブ
で
も
数
多
く
の
人

が
応
援
し
て
く
れ
る
と
い

う
、
ど
の
チ
ー
ム
よ
り
も
強

固
な
団
結
力
を
持
ち
、
周
囲

か
ら
も
愛
さ
れ
た
慶
應
だ
か

ら
こ
そ
、
東
医
体
２
連
覇
を

達
成
で
き
た
の
だ
と
主
将
の

宮
田
諒
君
（
４
年
）
も
頷
い

た
。
今
後
の
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

部
の
躍
進
が
非
常
に
楽
し
み

だ
。

�

（
５
年　

浅
井
隆
徳
）
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